
防 虫 科 学

解したものである｡

2.}解析は Dlissの Prol'lt【淡を川t､細られた何店
円板の'JJl悪性をXLtestによって判r'ji!した｡和悪性
のあったけ窃放のみに兆いて,大沢 ･長沢 (lt717)呼

によっ{･177.1されたTJ'効躍如'T.･に関する打甥の捌 r仲

淡め.その廠他を時間的に比較老若写した｡~
.i.舶兜を見ると,DDT.TIIICの弼乳剤JT.1･.班湖畔

剛いこよ･つて阿町瑚塊の有意性,茄効 く前記,初効皮

訳読法によって示された数値).誤差限界など,統計

rJJ･)許数Tlfが著しく典るので,有効泣圧の決淀に当っ
ては,蹴測時間が充分に考駐されなければならなしIt｡

4: 禾実験においては DDT･ImC布乳剤共岬 0時

間以内に卜令放任共に 85-9O,･i比 L..の死亡率を,FIJ･'7

えたC.,

l
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7ミdsumd-

･ Tcstl'叩 theinsecticl'dalcfrcctsorDT)T.lnEl

r̂ctli(Imoth,Di〝cTisl'af'wlPL7rfLl'sJlutlcr.49in-
sectswerekeptonthe仙crpaper.whlcTt'llやrf･

,permeatedbeforehandI)ythevariousconCent･

raiions(0･2,4･6,SandlOm草･PCr1dl･ofdi-
stilledwater)oftl!eemulsions･
AnalysisLWer_emadebyBliss'sProbitmethod

(1934)aridthe二触 ≠Ssofthelfegressionlines

obtainedexperimelltallyweretested･byX℡･

Regarding thecases-whenthe regrespioTl

lineslv･erestatisticallysigni鮎ant,thee鮎ctive
conecntrationof1)DT and~DITC emlllsionsl

totheArctiidmothlVerejudgedhythestatis二

ticalindices.stlChastheahsolutcdegreeor

effcctivでne'ss,etc･(seeTablelltlndV)A･,ih王cTtI
hal,ehecnproposedI)yOhsalYtl良Nngasawa

(i947). ､

Tht≦6duciallimitsofI)leregressionlines＼
Werealsoealuculatcd.ThestatlstJc.llindices

in:t'heregressionlinesofthedosagemortality

relationsareverydirrcrcntinc･lChohservatioil

lrhichditrersthedurationafterthetreatment.
I

･Themortalityrenchcstothevaltlehigher

than80-90･percent,when thetimeelapses

;tpproxihlatel女30houseafter･the treatment
withDDTorB‖C.

OntheknockZIownEff占ctoftheL!-d1-transIAllethrinPo女dertoAdtLltsoftlle

Common EotlSefly (MuscadPmeSLicaL･)･JSttldJ'eS_OntheZLiologJ'calAssay of

lnsecticideg.XXI.SumioN̂ cuŝŴ (TakeiLaboratory,Inst-itutc.forChemkAI

Research,KyotoUniversity.Takatsllki,Ohsak左).ReceivedSept.1,1952･BotylJ-

fCagahtL17,93一札 1052･(with】てngl王shresl･1mや'99)･,

18-α-dl-tran81AllBthrin 粉剤のイエ,i_エ成虫を落下仰乾せしやる効力についてO,
殺虫剤の生物試験にかんす.る研究o弟91顎｡ 長嘩 挟 (京都不学化学研琴肝武鹿研究岳)･I
L)7.9.1受珊′ ･

1.●措 言

わが同における除虫熱は,現在その大部分が家艇JIJ
の投出剤に洞門され,袋蒸その他にもちいられるのは

ご'くわづかである｡このような神灯から判由の才i効性

は対象昆虫の終局における致死そのもの'よt)･も.仇郁

の麻押過和である致落下仰法の道連によって判定しよ
うとする剛 がつよい9除虫-gHJ･効成分のdとつめ刑
緑化介抱'毒ある all占ih,in の･fJ･効皮の判定も1.また

この見地からなされることが,本邦のI製造菜老からは
繋求されてし､ろ｡

P:i
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lfu.;ま今日までし､､7'いろな装道と方法によってイエ二

I,くェを供託即 iとするこの睦薬剤の生物学的改定_法の.

死別セそうした鼠如 ､ら声こなってきた｡̀ただ除虫I列.･

の'JJ.執成分である.pyrethrins'乃至合成物質である
allcthrinsのイエ′くェを落下仰拭せしめる効力は.普

わめく急速で,ちとにこれを特製軽油にYILi解してもち ･､
.いた糊付,覗('t'われわILが市櫛 こおいてみる朋Omg/
1日:Icc.内外の濃度では,わltわれの有する小親椀な

拭放11.JJpllをもってしては,許下抑揺する急速な時Ri仰

の,!組 を正掛こ記録するこ字はほとんど不可胎こちか -

.＼t｡なおまた嘘酌 順次稀釈した場合も,石油液にお
いては.損鑑と時間との問に鮮明な由数関係をもとめ
ろことはyE瀦白身の経験からはなかなか容易で-はないふ
L好下仰腐する速度を多少とも減退せ-しめて記録を容易 L
にし,かつ各淡味と時けりとの問にも判.Qとした曲数閑

-欝 孟孟芸造 詣 孟霊悪霊慧芸孟bt:ヒ訂 三左芸'O`

薫別を検｡ji!するためにはまづ必要なことがらであるO -｢

冬めに抑者は/allethrins?班用形態をひ･t草づ粉剤に/
変だ.して実験をおこなうこそを計画し,さきに-DDT

ぉ上び Jult粉剤の放血 こもちいた撤粉降下灘殴 2,3)
にエイで allelhrinsの-:充紺.JEi.性体であるサ dト
tr･lnS-allcthrinについてひとつの実験をおこなって

I,AJio･その結氷をここに如 -げ.瀧計生理学的の見坤

から:これを分析検討し,先物学j勺方法によるこの軽索
剤のイi効皮倹td.itこトそうした甘快が応用できるか7.i-bi
I<;:詣でることとす季o
心丈にはいるにさきたち.T終始御忠治なる納滑石と,

糾学齢虫をたまわ?た武J-Jl三吉教授,ならゝぴに大野稔助 ,

放控と.供試薬剤の調製に.iIJJJを惜しまれなかった非

.1･.榔三,大岩伐彦両学士tp=托甚の謝意を式する次第で

あるこなお供試昆虫の飼育と実験の助力ならびに数lJl(

の計･37:Iこ尽L))やられた柴田紗･q子掛 こ厚く鴫謝するも

のIC･ある｡

II,.実損材料および装置方法

(i) Lr-dl-tratlS-allethrin粉乳 ､この実験に,:

もfiいた a･dL-trams-allet'hrin･(mp･60･6-51･09
C)は当研究崇の井｣‥脚 が単繊した車のでこ如 10,
O.14,0･20'-および_0･28% の4校の粉軌も 石油エ

ーテ,i-を桁杖 とす る桁解況合法3日羊よ__つて･

pyrophyllit-eを担体にしそ調製されたものである｡

なおここでもちいた_pyrophylliteは Whittよker,

Clark良Daniels,Inc･'N･Y･,から提供された ー

'NorthCarolina産の殺虫剤fTJ♯29である.一殺虫粉

河の-1J'効皮は拘休の種矧 こよってかなE)相違すること

は.十七にしられている都実である｡allethrins粉剤

の川 本として:いづれの鉱桝刑こ属し,t'-0ような性

代を.･Jl･するものが適当であるかはまだあきらか751-な(.

糾 一､

′ ノノ

革･1711班-.

那,今回の実験にもちいた Whittaker#29pyro.I

phyllite■の布する物理学的比Tlと化学叫成とを1 m'

杜の資料7'によって演武.し後年の参考琴字としておき

たい｡

Tablei .Somephysicalcon･stantsofpyr0--,
phylliteusedinttTisexperiments(fro7dDa'ta
ofWhittaker,Clark皮DaTIiels,Inc.,Nt.･･
Y.).7) ･

Physicalcharacter

-Tappedbulk:20grams-500times

p̂parentdensityJ}
＼ ′､ ●

Loosebulk: 20grams
Apprc n t dcnsitv

Specは cgravity r
Truedensity

ドl

Re月ectance:Greenstim.Filter

Oilabsorp.(rub-out)

SieveRneness*Thrl1.200mesh

Thru.32t,-)mesh

ptl ∫l

Slip

*13ut-thewriterllSedallpowdersthrbughl
the200meshsievefort1-isexperimen叫

Table2. ChemiCal analy;i?｡f♯2upy,｡I

phyllite(fiomDataofWhittaker,Cl'ark良
Dalliels,Inc.,N.Y.).7)

Substance IConccnt

/(2)･供託夢虫｡この実験に もちいた イエJ:ェ

Muscatdo"LeSlica L は,二学研究室で長叩の親代飼
育をへて今別こいたつ1鞍馬,m系で,突放には羽化後･'J
～4日のも.のをもちいた｡幼虫の飼育培矧こは立間芳弘

酵乳 棒をヰちい.成虫には小党粉の糊をあたえて飼

一帯した｡飼育法の大空.-･ほすでに長沢4'によってしろさ

iLICいる｡

ⅠⅠⅠ. 実額装置.方法

'実臨装投.方法ともまたさきに長沢･高野空)によっ
ノー

_1
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てしろされたガクスシリソダーをもちいる撤粉降下袋

TFLt淡にしたがったが,ただ紋新記録時間を対数即 耶詞P
にとったことと.処放つ~る邦Ii･を 0.5gから0.1gに

詑叫した).t.(がことなる｡.+なわちイエバエ成山の:郡rTi

の棚旬にたいする托州JLは.釘 1-仰増を刺由比応のLq.
純として記録した切&,その加数判ま兜PLP.15mの対数

にたいし-て多くの均郎 3ゝ むね正矧こ分布+ることは,

すでに数次にわたって衷験証別しみ｡こうした印矧 土

また本実験にも通印されうるであろうことを予測して,

Jit初から観察時間を対数的間隔に区切っておいて,l首d

録する方池をとったものでよる｡某衰 oJgにした_i
ことは落下仰損の逆圧を幾分でも拭退せしめ,周 窮を

字喝 ならしめるための措斑であらt,tすでに DDT,

73rIC粉剤の秘介にもこの糞丑が過当であることはWi
じた｡

IV.異 物結 果 l

ユOg 申 lO,14,2)および 28mgを含和す右4研 一

の a-dl-tmns-allethrin粉剤がさきにしろした抱粉

降下荻野 )内において,イエバエの成虫を許下仰招せ
-ノ

しめる時間的超過を才壬京すると節3栽あごとくである｡

なおここで 2月Jg/10g 以.t･.の約度ゐ粉剤では,･あま･

t)にも短時間内た発現する急故な落1.'仰転のため1-I.

正確な記銀をきることはほとんど不可位であったが,

r･-･1時に iom叫 Og 打 ド戒Ei姥では処憩の蹴察時間内
に~50% の致肝T:仰積をうろことができな中った｡な

おま中的休にもちいた pyrophyllite､のみではまったし

Table3.LThetimeT(see.)-percentknock
tloIYnY ･̂.(形)tablebfadultsJofthecom一

mOnhohseAy'(M.LSCadomestl'ca･L･)T,yth_!
ノ α-dl-trams-allethrinpo､vder of ･ヽarious 三
concentrationC(10mを.bcrlog.).

Concentration,C

No.ofdXperimentsJ 7 I 7
No.ofinsects 170 [164 1156 1154
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く落下仰転する附け:はみられなかった;この完敗地先

は昭和27年7J71日/温既約 27oC':の買取晃でお.こ

なったものである｡

Ⅴ.考 察

まづ第3式の放き野下仲宿虫数率をprobit,単位にお･

きかえ{-統帥 こ主り,.横軸に時間の対数をとって両 象 ∴

の関係を-F'97にえがいてみよう｡その結風 土第.1回
?よう1こ.なる｡これをみるといつ'itrの軽度の粉剤にお ･
いても,そ卿馴 致啓下仰密虫数率国偏執ま,′prやit

5丁6の問においてふたっl='折れ 処理時間の初期に ,

率いてはきわめて能率のよい致落下仰萄虫数零をL.や

しているが,ち.る程腔の致落下仰萄虫敷革がえられ七 i
からIi,伴輝は急激に托1こし,駿損な反応過程卑;しめ

.
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Fig.1. Tiine-knockdowriegressioniso-
doseSinther-angeofLconcet.trationof&--dl-

1t,ans-allethrin.afrom10to28(10mgこ-/10

g:･)･･

されている｡こうした反晦現象は,･.除虫菊粉乃至除81

･#汀.･Tlh掛 こよる時間一致落下仰夢虫蜘白根におい:CL
はしぼみられる傾向で,除虫菊または altethrinsを

:7ミ剤とする殺虫剤が,落下仲居を刺戟控鼓としてイエ

バエをfl脚 以 tにとった場合にしめす,ある担姥苛税

的な抑実の様･Cあるo作用曲脚 ミ･Lこう■したふわつや･

部分にわかれるのは,嘩堆混合状矧 こおいて実験をお

rこなづたために,それぞれの和す.るこ̀となった桝 的

聯 頓合されるこ̀とによるものや､･あるt･はそうは

実験上の措定に基因す一るものでなく･まったく義邦そ

?ものの1J-する緑特の姓漸 珊t;よるもQ)-･C.･あるか:t･
乃河の宍取払脚 ､らだけ7:,くま捌け ることはできないo
そしrCまた-7)A.このようにI･jlm伽 てふ!=つの:滞･'Jlt'こ

1,3 わかれた均n･.いづれのl‖1棚 を).ri租こしてそ城 剤

E,忘､.の-1･.効馳 純 すべきかは･･批物試放馳 l'･bLlら非?{U･-
に開祖t'なるとごろであるが,一応本文では 50%･'攻～ ヽ
落下仰雇の点,すなわち,probjt･RjのJ.旭 光礎に考

察をすすめてみたいOしたがってここではすべて'処l

理時鞄D前半にあらわれた時間一致落下仰密虫敷革等
独旺阿慣脱を推論の噂料とするol

･4和潰蛇の粉剤が処理時間の前半においてしめす時
1,日卜激評下仰威虫数率等濃喋阿情況の方程式 `

γk-5+b(i- 7).
を計算.し,あわせてこれにたいするX写試験をお与_な･

951

LTili
40
0〔I

1

■
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った結果をしめすと.第4次のごとくであるO.なおこ

こでこともっておかなければならない='とは,箪者が一一

今回えたところの時間一致落下仰転虫数卒中固執t,-

稜節の考熟 こ必穿な計算数位を用意しておく必要から,

希地理時間ごとにそれぞれ,I-ことなった集団の昆虫を＼
もちいて実験し;それに対応 T･る致落下仰転虫敷革を -

もとめたものと仮定して,薬丑一致死率曲隊の計芽方

法を適IrJした｡もちろんこれは便宜的なものであって,

戯鮒 こ̀羊時間-致死琴曲税の計昇方法によらそなさる

づきものである｡'･_

餌4未の bは時間 -~致落下仰転虫数率等紐皮回何

奴の角係臥 すなわち畔試昆虫を落下仰雇せしめる作

JrJのするどさを表現する敷地で｢雄者らが致1'*下仰席

虫数能率とよんでいるものであるo qlよbの革数で

琴換さiLた堪抗仕り正規分布曲税の蜘 偏差である｡

また ア tかf･大船すなわち致落下仰由 雌 率分布曲税

A.～ ､･の.モ.-ドの伯の対数で,､ pその逆対数低 Pは中央致落
下仰伝暗闘である｡

.1
tsu
z
q
T

叫Jt:Ro
t

tZ叫

attI叫L

Concentrationill.logarithms,C.
Fig.2.Therelationbetweenlog_timean(I
～logcoricentrationatthe-50percentknock
downltheequationofthestraightline紘
.originalunitsiiCugII-40821.

Tal･'leA･ ChaTチCterist,iesofthetime-kpo/ck.dowpregressio.nisodoses, (fo_rme)'hal_f.

ofregre去声ionline)intherla_hgeofα-d事･trans-allethrinpowder'cfrom 10to28(lO
mAg･/10g･)ar)gtheが testEorcomparingobservationswith-theComputedcurve苧･

鍵斑的方準によって計算された第4米の X憎 鮫の

P'のufを､みるまでもなく,第1図よりしても対数正

規性の法EIJJの背憩 ま光年可能である｡イ モ,.'ェを供託

昆虫に落下仲居虫数率を刺戟陵誠として実放した場合.

処理時tEjJの対数 tと薬剤の波圧 C七の関には OstTL
､vildGJの式

'cnt- A ～

がよくあてはまることはJ.さきに笹老 ℡･3'/ち.D工?T,
】iHC粉剤の場合において,0べた｡､ここ■で'Zおよびh

はそれぞれ Slopeおよび!.Position/をあらlゎす拒靴

で,第4次の_x2試験にお仕る自由度 nおよび落下

仰転を意味せしめるためにもちいた～yL･の kとは~こ

となる｡originalunitsでしめさない t+b2C-aBの

式の b2串よぴ ag.とそれぞれおなじである｡第_4表
の抵触 ､ら=者の閑隣を計罪し年数俄をしめすと妨年
式のごと､くである｡約2図はこの閲旅を図歳したもの

であるoこれは拙 定性の分布にかんT!て時間と薬缶と

二tXi,

′･-)

Table~5.Therelationlogtimeandlog

concentrよtion'atthe50percentknoet(
dawn.

の申数倍は.完全相関の関係にあり,かつ2変軌ま一

次曲数の形であたえられることをものがたっている｡･

なおここで粒度の闘佑Coをいれて (a-a.)～I-Jt
b式をかんがえる必要性を,.分散分析法によって検討

＼



I～

防′虫 科 皐 が 17.蹟 ●

'rableI;･I-TableoEtheanalysisofvar'1ancefortestinglinealityoLrelationl光いvccn

log-timed.In°l'6g-concentrati6nfdr_thedatainTable4.

varianccdueto i Dfer7eTde三mof十 ssquuma霊 'TMeansqu竺e･l y霊 代

i.Straightlin'e,the-:..-'quadratic'terzn･∴ Ei.ror1∵ 0.0003965. :0.0003965_L

､･､･l

した結果は約6表のごとくで,二次回帰現にかんする ,

分散比(羊1･7よ_b小さく,この場合 Cn とkの式で /
来示しろるもあと解釈される｡.

--約4夷および折2図にしめした結卿 -ら,われわれ`
が a-dlrtians-allethriziの有効度を上述の方法によ･

って生物学的に放定し あるいは工業部品の品Tt管血

をぉこなおうとする場合は.･おlよそ 20mg/10g∴程

度の粉剤を調対して撤粉降下琴跡こかければ,大体帯

下仲宿の適速を正確に記録でき.かつ乃巨寧的に試料を

一 枚定してゆぐことができ_るものとかんがえられるよも.

つともこれは手剛心の選択J調製法などすべてはじめに

.しろしたような状掛 こおし;てなされたものと仮定し七

である｡ .

最後に時間 ･改変･致落下仰転虫教卒三者の関旅を

V:とつの式にもとめてみたい｡'まづ節4窮をケると時 ･

､問一致落下仲居虫取率等故嘩同局悦の控堆偏差o･の胴

は'珠姥のたかくな考にしたがって次節に淡少してい

-- る｡畦姥の対数 でを研和にとり捺堆偏重を和軸にと､

ってふたつの関係を図示すると,第3回のようなひと

つの市税を与る｡すなわち時間一致落下仰軽虫敬率等

損旋回府税ゐ捜確偏差 (lJo;b角除数)か.培腔に

たいしてひとつの函数関係にあることにきがつく｡こ

れは -

o･;=al+bJC

という似顔な式であらわすことができる!げ である∴

alおよび bIはそれぞれ Positionとslopeをしめ

す拭軟である｡iた唯と脚 !桐益の問にこの よ うな関 一

休が成虫するとき,JllissT)は時間,汝旺･致落下仰

醐収 率 (BlissIJは致死率 をとりあげているがI
J二速の章脚王から致蕗下仰転虫敷革 yhにおきかえうる
ことはあきらかである｡) 三省の閑鍬 まつぎのような

式をもってあらわしうろことをしろしている｡ナなわ
.■ ヽ
ソ

L

巌 .(.6a十和)J l(AG.,b･+h)~cj-LaJ+ JC
｣ヽ

今回第着のえた突放私犯をこの式にあ･Cはめてみると
つぎのようになる｡

5'ALE
-I.443ilJ+0.01218C+L
0.633211-03576lc

中途の複雑な計井操作'fしろすことは一切省略するめ:I

ある特定の致落下仰積出敷革のえ.hれる時間と汝喝と
の開陳式 主,こ?ykにもとむる致好下仰原虫致率に
対応する probitの卵を代入すればよい｡もっともさ
きの式をつぎのようにかきあらためておいてからyk
にもとむる致落下仰増山放率に対応するprobitの依

.p
tuo
p
t
:
!

Aap
P
I
T
:

PT空
S

-Con'centratiorlir)lbgarithms,C,
Fig.3.RelationoftlleStandarddeviation

q._orL1/sl,OpetoHthe･log-concentration-c
of'a-dl-traI】S-allethrinfromTable..4.,the
equationofthestraightlitheincorrectedI
l･.llueisq0-0.63527-0.三伯761I:

LI7'･

/1
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*dt̂ :した方が簡単であるかも.しれなし..Oす なわちそ

れは

t+ (5b.二十b2-a,yk)七三a空+a l一(yb-5)-
,であるが,こ叫こききり数値を代入すると,-

Ii+(0.01218十6.3576b,A)C去4.61983+0･63527
･(yムー5)■

という数式がえられる｡だt'ぇば ykP5.とおいt=I場

'.介は.当然さきにもとめた時間汲皮中央致落下仰原虫

批判順 の関係式とひ'tしい数値がえられる良ずであ
る｡yヤご5とおくと -

p-i+l1.80023Cご4.61984
または′∴ ､ I

ql80tと4Ⅰ672

とな･V,印 とんど相等しい｡:,･
･ただここで上の式が適mできるのは,大体yタ-5･5.′
-以下,すなわち致落下仰原虫数率約:.70% 以下におけ
る切合であって,それ以上の致落下仰密虫数率につい

て特.I.<つに処理時間の後執こあらわれる第2ゐ時間

_ 一致洋下仰横虫敬率等淡既血税から計算.した数式よE)
みちぴき山さなければな.bないol上述の数式をもやい

てGPQ,Pur即 とつた fo.%･以下の亘甲 準備虫数如J

'えられる時間と放牧の理論的の開陳をtopo!hph.に

や.し.てみると節相 のごと叩 ,致孫下仰革申噂 の
市坪にとも軽 で柄如 ;変化しひ く準態が明掛こ認∫
めら■れる｡▲

C,centri:iOoS･l!n1号｡!a3r:tlh4mSs,C.
Fig.4.TopographicchartofknockdolVn～
cLrectof -̀iJl-trams-allethrin~polVderto

･addltsofthecummonhouseny(MuscPd0--
mesFz'caL･)EachisometriclinesareJepreS3nト
jngthe70,65,60....lOpercentlevelof
kn(-ckdolVnrespeCtil,ely(uptobottom).

以後に上にもとめ た数式と第3次の実験結恥tが理I
,l'ih的に一致しているか否かを変立分析法によって娩定

Utl
′＼

l
ノ l
へ/ヽ

く

㌔.した数値を表示すると1それは節7次のと'とくで満足 一

すべきものであることをし吟している｡I.

～Table7.Statisticaltestforagreementof

datainTable3with●eq頑 io砧,i-((5aJ-a2)I
+ (5b▲十bZ)C+tJ/(a)十blC)bytheanalysis-
ofvariance. -

＼ Departurof DegreeB
.ofi
freedom

LogKT-So′sLronl'二
ノStraightlilleinFig
2.～.

LStandarddeviatior)s
fromstraightline
●/jnFig･~3∴
I-correctedproln･tl
__abot]tirldividualtimeknock-down･cur.veも､theerror.

/

＼

以上 α･dl-t.rams-チllethrin粉剤のイモJくェの比山

にたいする試作川を,渚下仰威する速達を宥効比判'jト

の指按として実験記録し,それを統計生麺学｣･.の見地

から分析放討した臨札′上速のごと岬 蛇'･鴫rLiJ･致洋■

下仰磨虫数率三者の剛=Il~きわめて満足するにたる∴･
定の生物学的法則が成立するこ･tをしらた｡挽LiMlL

は聾者が今回おこなった生物試験は'材料･､71他 車も

満足すべきものであって･ α-dl-traps.-allcthrinP,)

樹の有効度を生物学的に判定するた吟のひとつの-))班
としてt'りあげてしかるべき価値をもっているものと

考えてさしつも､えなかろう｡洞 様な苧準をもって班･B･-

くまさきにImC粉剤の有効度を判定するひ.阜っの-)J胤

を決定したが,その際つぎのようなことがらを附記し

た｡すなわち ｢ここで注意しなければならないことは, I-

以上のごとくきわめで純粋状瀞 こあるIllic粉剤につ

いて,生物学的に枇 した桔風土同一試料与ついてポ

ー ラp-グラ フ法.赤外映吸収スペクトル法;乃至如け.1ill
瓜降下法などによ.る IJ-Bflt の物理乃至化学的の分一

桁結米とは,おそら･く完全に｢÷致するものとI5.-もわれ

るの七あるが∴血とたび工業判晶粉剤にかんした場合,

生物学的に i-I3ⅠIC､相当浪兜として定止されたわ効
嘩はかならずLも物理乃至化学的方法に与る11'効成分~ 1

の淀ILi結男叫 ,一致しない･七あろうということであ
る｡枚経た構成された物由工寺ルギ-系である生物体

那,一組判磁物の被刺戟作としてしめす反応fR象は,そ

のなかに合和される有効成分のみに述,qして苑現ナる
ものでな く ,残余?諸物Tfとの迩合作仙こよることが

きわ読 お恒 ､らであるふ a聖 thrin摘 剤の切令
にもこのこ七がらはまたそのま｣あてはまろう｡こと

に α-d1-tram-S-allethrinは･allcthrinsのなかのひ

とつの艶何典性体であるから,alle!hT･insのイJ.効姥

二

′
＼
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･..む ･生物学淋こa-dl-tmns-allethrin相当泣沈とL
r.Tもとめた-数伽ま.物即 シテ吋ヒ判 'L)ガ払81によっても
とめた allethTJ'nsの'jiiJut紙-架と一致しないことも当

然二戸劫されることであるキ ー

[-111時に今InJ邦･-F･のおこなった方払は.手許ド仰[･Zの適 ー

lifICの扱昭によって-旺詐下仰伝したイ干,.'ェほ,火･
Jt.死への移行をとるものであるが,pyiethrinsおよ

び.allethfins系統の業剤は一時は,.急激な致落下仰

輯効力を花押するが,やが七供託昆虫をして蘇生する

ことをゆるし 致落下仰由虫歎率-致呼率でない馬 _

この方法が矧こa-dl-tran苧Iallcthrinの殺虫剤とし

ての有効寵を評価しうる生物学的方法であるか否かは

疑問の存する所である｡

VI.損 _夢･

ーさきに鵠者が PD士 および 13HC粉剤の有効淀の
定立にもちいた撒粉砕下盛冠によって a-dl-trans-

● allethrinの-1J一効既を定放することが可能か否かを検

討するために.これを粉剤に調一難して実験し,その結

果を統計生9.学的の見地から分析した｡致落下仰転の
速達を和効圧判堤!の指標とした場合は.時間･班旺･致
粁 ド仰縁か盛挙三者の剛こはきわ姑で明碓な生物学的

法捌がなりたち, aJdltmns-au.cthrinの--生物学 _

自推 虫準としてとりあげてしかやづき価値を布するも ･

. のであることをしった｡ しかしIながら a-dl-trams-

*現有われわれは allethrinsゐ茂何異性体の怒カ
の比較を18こないつつある｡･現在迄の知見によれ
ば.それらの問には若干の差異があるようにおも
われる｡

節 17･班

allethtin･は.allethrin-1の-tlとつの茂何典性体で:

あるから.alletl!rihsゐ和効蛇を生物学的に.α-dl-

trans-allethrin 相当汲姥としてもーとやた歎掛も

物理学的乃至化学赫こもとめられた 'al19thrri,Sの想

定結束と一致しないことも当然予想されるさとである｡

V‡7.引 用 文 献 } ~ /

(1･) nliss.C･Ⅰ･:A,pn･Ep,t･_Soe･やふf･.
33(1(JiO)721.

(2) 長沢純夫 ･苅野武之助 ;防虫科学 15､(1950).

.46: 一J

(3) 長沢純夫 ;東都大学化学研究所報告 24(195

])_32･
く4)~長沢純夫 :縫物防13e(印刷中)-
･(5)-OstlVald,W.;PElugersArch.ges.PLY- I

siol.120(1907)19.

r(6)'oi､叫 T.,Y･Inoue,J:Ue.taalndM･-
LOhno;17otyu-Kagaku,17(1952)105･ I
(7j whittaker,Clark&ーDaniels,InF.:bookl

letonTalk,NelYYork.(1951).

Resuma

Atpresent,asthe,pyreth-rlltriiri/Ourcountry-
iseo'nsumed′mainly forho.usehold uses-the･
Velocityofknockdowneffectivenessof-pyre-

thrinstPadultsoithe､commoヮhot-sear(Musca
domestl'ca L･)isconside,red more~-imp_ortant.
thanitskillpoWer･Tilerefore,we_mustalso
evalutctheeLrectivenes亨Ofpirethrinstypecom-

pundsat-thispointofvi6W･Inthisreason･/
thew'rlterappliedLthemもdlfiedsettlingMtower
methodofNagasawa/et'al･･',for-?valuating
the･eLreetivenes･sofa--dl-tranls-allethrin.

OntheIlifferenceinStlSCePtibilityofAdnltsof･theCommi n IIもtlSefly (Muse_a

domestl'caL.)reared.fro血 Eorse虹antlrenleditLm aid-g:ova-Be血こBy-prodtlCt

Heditlmagainstthe･馳 ockIIown'EffectofZiDT Pow丘er･-SttldiesontheBio-二

logicalAssayoH nsecticid甲こⅩⅩⅠⅠ∴sumioINAGASA1wLA(TakeiI加 oratory.Institute

forchemi●calRes.earch･KyotpUniversity･Takatsuki･Ohsaka)･Rccei､･edSept･1･193171

botylLIKdgahu17･99-103･'1952･(withEnglish-･,esumi･103)･ ､

19..馬糞堵基で飼育したイ車,-iェと, 豆腐粕堵基で飼育したイエバエの DD外輪対
にたいする捗抗性の相違について.殺虫剤の生物試験にかんする研究.井22報
長沢純火 (京都大'ie化学研究BITr5Vht研究鼓)｡27･
′

Ⅰ.拝 す

殺虫剤の生物試験川成虫としてイエバェをひろくも
ちいるようになってから,･人工的にこれを累代飼育す

る7J俄は.同時に究明され,現在'すでに満足すべきも_
のがいくつかn見さltている｡節者は数年来.畠に

Grady8) のLJJ一故に的t:た蛸発特.?.忘をもちいる方法と,

a,が田oiTL･.I脚府 ももいてこれを大Ili･飼育する,S､たつ
＼

9.1.愛想

~の方法によって.̀試験mイJ-I,く千の燕仙こつとめJ{ぎ

抵抗性の差異を生物試験論ゐ見地から買取検討した枯

穴である｡,' l＼

本文にはいるにさきだち,供託昆虫の飼育と突放を
拐助され 数岬の計罪に尽ソ)せられた:A-J侃軌 柴四秒

田子の絹疾刺こ托謝の恋を式する次節である｡tなおこの

99


